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平成２１年度 最終補正予算（その２）について 

 
今回の補正予算は、国庫支出金（地域活性化・きめ細かな臨時交付金）の額の確定に

伴う事業費の増額など、所要の措置を講じるものです。 

 

【最終補正（その２）後の予算規模】                          （単位：千円、％） 

伸び率  ２０年度最終 

予算額 ① 

２１年度現計 

予算額 ② 

最終補正額 

（その２） 

補正後累計 

     ③ ③／① ③／② 

一般会計 735,445,375 768,664,360  85,577 768,749,937 4.5  0.0 

特別会計 22,805,381 23,962,162           - 23,962,162     5.1    0.0 

企業会計 68,311,794 58,284,980 -  58,284,980 ▲ 14.7    0.0 

合計 826,562,550 850,911,502 85,577 850,997,079     3.0     0.0 

 

Ⅰ 一般会計の内容                                    ８５，５７７千円 

 

１ 歳入の主要点 

 

（１）国庫支出金                                                85,577千円 

国庫支出金については、地域活性化・きめ細かな臨時交付金の交付額の決定に伴い、

85,577千円を増額補正する。 

（地域活性化・きめ細かな臨時交付金の交付決定額⇒3,170,596千円） 

 

 

（２）諸収入                                                 413,832千円 

諸収入については、民間事業者が補助金により取得した財産を処分することに伴う

補助金相当額の納付として、413,832千円を増額補正する。 

 

 

（３）基金繰入金                                              ▲ 413,832千円 

基金繰入金については、財政調整基金で413,832千円を減額補正する。 

 

平成２２年３月２９日 

 

総務部 予算調整室 

 

連絡先 059-224-2216 
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２ 歳出の主要点 

 

（１）県単公共事業                                           85,577千円 

「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を活用して、公共土木施設維持管理事業で

85,577千円を増額補正する。 

 


